
も
く
じ

夜
は
静
か
に
過
ご
す
も
の
と
い
う
日
本
人

の
伝
統
的
な
価
値
観
か
ら
す
る
と
、
海
外
に

比
較
し
て
、
日
本
の
観
光
地
に
お
け
る
夜
の

時
間
帯
の
活
用
に
は
、
大
き
な
伸
び
し
ろ
が

あ
る
。
と
り
わ
け
温
泉
地
に
お
い
て
は
、
夕

食
後
の
時
間
帯
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
か
ら
抜
け

出
し
、
温
泉
街
で
い
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
う
か
が
、
滞
在
満
足
度
と
消
費
額
の
双

方
を
左
右
す
る
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
充
実
は
、
都
市
部
だ
け
で
な
く
、
地
方
の

観
光
地
に
お
い
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
あ
る
。

そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
南
小
国
町

黒
川
温
泉
の
取
組
で
あ
る
。
冬
の
風
物
詩
と

な
っ
た
「
湯
あ
か
り
」
は
、
2
0
1
2
年
の

冬
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
14
回
目
。
丸
い
球

体
状
の
「
鞠
灯
篭
」
と
筒
状
で
高
さ
2
ｍ
ほ

ど
の
「
筒
灯
篭
」
が
田
の
原
川
沿
い
に
美
し

く
飾
ら
れ
る
。
地
域
住
民
や
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
手
づ
く
り
で
演
出
す
る
夜
の
景
観

で
あ
り
、
宿
泊
客
に
静
謐
で
温
か
み
の
あ
る

時
間
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
も
開
催
期
間

は
12
月
か
ら
3
月
の
冬
場
の
閑
散
期
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
放
置
竹
林
対
策
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
過
度
な
商
業
化
に
頼
ら
ず
、

黒
川
温
泉
の
地
域
資
源
と
地
元
の
人
の
力
で

夜
の
価
値
を
創
出
し
て
い
る
点
に
こ
の
取
組

の
本
質
が
あ
る
。

同
様
の
試
み
は
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

長
門
湯
本
温
泉
の
「
う
た
あ
か
り
」
は
今
年

が
8
回
目
。
温
泉
街
を
流
れ
る
音お

と

信ず
れ

川が
わ

を
舞

台
に
、
音
と
光
を
組
み
合
わ
せ
た
演
出
に

よ
っ
て
温
泉
街
の
回
遊
性
を
高
め
、
面
的
な

夜
間
の
滞
在
価
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
や

は
り
1
月
か
ら
3
月
と
い
う
冬
の
閑
散
期
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
寒
湖
温
泉
に

お
け
る
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
物
語
性
を
活
か
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
明
確
に
夜
間
消
費
の
創
出
に
結

び
つ
け
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
取
組
が
直
ち
に
大

き
な
経
済
効
果
へ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な

い
。
多
く
の
温
泉
地
で
は
深
刻
な
人
手
不
足

に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
は
単
な
る
労
働
力

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
夜
間
経
済
を
拡
張

し
に
く
い
構
造
的
制
約
と
な
っ
て
い
る
。
結

果
と
し
て
、宿
泊
客
が
早
々
に
部
屋
に
戻
り
、

地
域
内
で
の
追
加
消
費
が
生
ま
れ
に
く
い
構

造
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
各
地
の
実
践
は
重
要
な

示
唆
を
与
え
て
い
る
。
夜
の
時
間
を
「
何
も

な
い
時
間
」
か
ら
「
地
域
ら
し
さ
を
味
わ
う

時
間
」
へ
と
転
換
す
る
試
み
は
、
規
模
の
大

小
を
問
わ
ず
可
能
で
あ
る
。
温
泉
地
の
ナ
イ

ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
単
な
る
賑
わ
い

創
出
で
は
な
く
、
地
域
の
価
値
を
再
編
集
す

る
営
み
で
あ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
持
続

可
能
な
観
光
地
経
営
の
基
盤
を
着
実
に
形
成

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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黒川温泉「湯あかり」による夜間景観の創出

（熊本県 南
みなみ

小
お

国
ぐに

町
まち

）〔写真提供：梅川 智也氏〕
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写真キャプション

南小国町黒川温泉の冬を彩る「湯
あかり」。地域住民らが手作りした
竹灯篭が田の原川を照らし、宿泊
客に静謐で温かみのある時間を提
供している。放置竹林対策を兼ね
たこの試みは、過度な商業化に頼
らず地域の資源で夜の価値を再編
集するものであり、持続可能な観
光地経営の基盤を形成している。

温
泉
地
に
お
け
る
夜
間
経
済
の
創
出
と
構
造
的
課
題

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長
・
教
授

梅う
め

川か
わ

　
智と

も

也や

鈴木理事が「令和8年度地域脱炭素に関する国と地方の意見交換会
（第１回）」 に出席……………………………………………………………… ⑵
美浦行政委員長が「地域未来戦略に関する関係副大臣等会議 

（第３回）・地域未来戦略に関する総理報告」 に出席………………… ⑶
地域おこし協力隊の取組について　総務省地域力創造グループ
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石
原
宏
高
環
境
大
臣
お
よ
び
友
納
理
緒
環

境
大
臣
政
務
官
の
挨
拶
の
あ
と
、
中
尾
地
域

脱
炭
素
推
進
審
議
官
か
ら
、
地
域
脱
炭
素
推

進
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
、
鈴
木
理
事

は
、
小
規
模
自
治
体
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」

の
起
点
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
財
政
支
援
を
求
め
た
。
鈴
木
理
事
の
発
言

を
受
け
て
、
石
原
大
臣
は
、「
地
域
の
脱
炭

素
化
に
向
け
て
、
交
付
金
な
ど
必
要
予
算
の

確
保
に
努
め
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、鈴
木
理
事
は
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

の
大
幅
な
向
上
の
た
め
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
農
山
漁
村
地
域
の

振
興
を
、
国
家
戦
略
の
最
重
要
事
項
に
位
置

付
け
、
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用

の
観
点
か
ら
も
、
人
や
企
業
の
地
方
分
散
に

国
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
─
を
求
め
た
。

最
後
に
石
原
大
臣
よ
り
、「
皆
さ
ま
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後
の
方
向

性
の
検
討
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
閉

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

鈴
木
重
男
理
事
（
岩
手
県
葛
巻
町
長
）
は
令
和
８
年
５
月
18
日
、「
令
和

８
年
度
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る
国
と
地
方
の
意
見
交
換
会
（
第
１
回
）」
に

出
席
し
た
。

本
意
見
交
換
会
は
、
令
和
９
年
度
の
予
算
要
求
に
向
け
て
、
地
域
脱
炭
素

推
進
に
係
る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

た
も
の
。

地
方
三
団
体
か
ら
は
、
鈴
木
理
事
の
ほ
か
、
全
国
知
事
会
の
福
田
富
一
脱

炭
素
・
地
球
温
暖
化
対
策
本
部
長
（
栃
木
県
知
事
）、
全
国
市
長
会
の
髙
橋

勝
浩
環
境
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
（
東
京
都
稲
城
市
長
）
が
出
席
し
た
。

鈴木理事が「令和 8 年度地域脱炭素に関する鈴木理事が「令和 8 年度地域脱炭素に関する

国と地方の意見交換会（第１回）」 に出席国と地方の意見交換会（第１回）」 に出席

▲鈴木理事

▲石原環境大臣
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活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02 3361 活動_地域脱炭素_260601.indd   2p02 3361 活動_地域脱炭素_260601.indd   2 2026/06/01   15:19:302026/06/01   15:19:30



会
議
で
は
、「
地
域
未
来
戦
略
の
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
目
指
す
べ
き
成
果
等
」
に
つ

い
て
、
内
閣
官
房
地
域
未
来
戦
略
本
部
事
務

局
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
美
浦
委
員
長
は
、
地
方
の
活

性
化
の
た
め
に
も
、
地
域
未
来
戦
略
の
着
実

な
推
進
に
期
待
す
る
と
し
た
上
で
、町
村
が
、

こ
れ
ま
で
主
体
的
に
進
め
て
き
た
地
方
創
生

に
資
す
る
事
業
に
も
継
続
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
地
域
未
来
交
付
金
の
充
実
な
ど
必
要

な
予
算
の
安
定
的
な
確
保
を
求
め
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
、「
地
域
未
来

戦
略
に
関
す
る
総
理
報
告
」
で
は
、
黄
川
田

地
域
未
来
戦
略
担
当
大
臣
か
ら
、
会
議
に
お

け
る
関
係
省
庁
、
自
治
体
、
経
済
団
体
か
ら

の
主
な
意
見
が
紹
介
さ
れ
、「
本
日
出
さ
れ

た
意
見
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
さ
ら
に
検
討

を
深
め
て
ま
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
地
域
未
来
戦
略
の
柱
の
１
つ
で

あ
る「
戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」に
関
し
、
経

済
産
業
省
の
地
方
支
分
部
局
を
中
心
と
し
た

全
国
10
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
、「
戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
素
案
」

と
し
て
、経
済
産
業
省
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
た
高
市

内
閣
総
理
大
臣
は
、「
戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
」 

、「
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」、

「
地
場
産
業
成
長
プ
ラ
ン
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
化
す
る
た
め
、
地
域
未
来
交
付
金

の
拡
充
や
新
た
な
財
政
措
置
の
創
設
な
ど
、

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
早
急
に
具
体
化
す
る
よ

う
、
黄
川
田
担
当
大
臣
に
指
示
す
る
と
と
も

に
、「
高
市
内
閣
で
は
、
財
政
面
で
の
支
援

の
み
な
ら
ず
、
地
方
機
関
も
含
め
た
政
府
を

挙
げ
て
、
大
胆
な
計
画
実
現
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
自
治
体
を
ソ
フ
ト
面
で
も
伴
走
支

援
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

※�

写
真
は
、首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
掲
載
写
真
を
加
工
し
て
作
成
。
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美
浦
喜
明
行
政
委
員
長
（
福
岡
県
水
巻
町
長
）
は
令
和
８
年
５
月
１８
日
、「
地
域
未
来

戦
略
に
関
す
る
関
係
副
大
臣
等
会
議
（
第
３
回
）・
地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る
総
理
報
告
」

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。

「
地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る
関
係
副
大
臣
等
会
議
」は
、地
方
が
持
つ
伸
び
代
を
活
か
し
、

国
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
、
地
域
ご
と
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
全
国
各
地
に
形

成
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
付

加
価
値
向
上
と
販
路
開
拓
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
な
ど
の
検
討
に
つ
い
て
、
関
係
府
省

間
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
議
で
は
、「
地
域
未
来
戦
略
」の
６
月
の
閣
議
決
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
、
①
戦
略

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
、
②
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
、
③
地
場
産
業
支
援
の
３
つ
を
柱
と
し
た

地
域
未
来
戦
略
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
議
論
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
第
３
回

会
合
で
は
、政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
目
指
す
べ
き
成
果
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
出
席
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
に
お
け
る
議
論
の

経
過
報
告
と
、「
戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
素
案
」
に
つ
い
て
検
討
状
況
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

美浦行政委員長が美浦行政委員長が

「地域未来戦略に関する関係副大臣等会議（第３回）・「地域未来戦略に関する関係副大臣等会議（第３回）・

地域未来戦略に関する総理報告」 に出席地域未来戦略に関する総理報告」 に出席

▲オンラインで出席する美浦委員長
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31 90 147 207 318 444 673 886 997 1061 1071 1065 1085 1116 1164 1176 1187

89 257 413 617
978

1629

2799

4090

4976
5530 5503 5560

6015
6447

7200
7910

8196

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

○ 都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、生活の拠点を移した者を、地方公共団体
が「地域おこし協力隊員」として委嘱。

○ 隊員は、一定期間（概ね１～３年※R8～最大５年とする特例あり ）、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の
開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの地域協力活動
を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組。

隊員の約4割は女性 隊員の約6割が
20歳代と30歳代

隊員数10,000人を目標

隊員数、取組自治体の推移

50歳以上の隊員や
外国籍の方も活躍

地域おこし協力隊について

■自治体数 ■隊員数

  ・・・ 新型コロナウイルス感染症により活動に影響を受けた地域おこし協力隊員の任期特例（コロナ特例）  によって、任期が３年を超えている隊員。

※ ・・・ かっこ書きで示した人数は、コロナ特例の適用によって、任期が３年を超えている者の人数。

（81）
（271）

（463）

（2）

総
務
省
で
は
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
地
域
の
担
い
手
確
保
に
向
け
て
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」制
度
の
推
進
・
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
回
は
、制
度
の
現
状

と
成
果
、効
果
的
な
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
、総

務
省
の
支
援
施
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１１
．．��

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域

の
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
担
い
手
確
保
に
向
け
て

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加

え
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
が
続
く
中
、

地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
は
多
く
の
自
治

体
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
地
域

産
業
の
維
持
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存

続
、
住
民
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
確
保
な

ど
、
地
域
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
中

で
、
地
方
創
生
の
取
組
は
新
た
な
段
階
を

迎
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
に
お
い
て
も
、
地

方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
取

組
を
進
め
て
い
る
。地
域
の
活
力
を
維
持
・

強
化
す
る
に
は
、
地
域
外
か
ら
多
様
な
人

材
を
呼
び
込
み
、
地
域
と
関
わ
る
人
の
流

れ
を
創
出
し
な
が
ら
、
将
来
的
な
地
域
の

担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
視
点
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
総

務
省
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様

な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
つ
が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
で
あ
る
。

地域おこし協力隊の取組について地域おこし協力隊の取組について

総務省地域力創造グループ地域自立応援課総務省地域力創造グループ地域自立応援課
課長補佐　地主野の香課長補佐　地主野の香
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
か
ら
地

方
へ
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
地
域
外
の

視
点
や
意
欲
を
持
つ
人
材
が
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
制

度
と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
創
設
以
来
、

全
国
で
活
用
が
広
が
っ
て
き
た
。

人
口
減
少
が
進
む
時
代
に
地
域
が
必
要

と
し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
労
働
力
の
補

填
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
未
来
を
共
に

考
え
、
地
域
内
外
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
担
い
手
で
あ
る
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
は
、
そ
う
し
た
地
域
を
支
え

る
人
材
と
し
て
、
各
地
域
に
新
た
な
可
能

性
を
も
た
ら
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

２２
．．��

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
広

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
広

が
り
と
「
三
方
良
し
」
の
取
組

が
り
と
「
三
方
良
し
」
の
取
組

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
自
治
体
が
都

市
地
域
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、
過
疎
地

域
等
に
お
け
る
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、そ
の
地
域
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
取
組
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
生
活
の
拠
点
を

移
し
た
方
を
自
治
体
が
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」と
し
て
委
嘱
し
、「
地
域
協
力
活
動
」

と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開

発
・
販
売
、
観
光
振
興
、
移
住
・
交
流
支

援
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
生
活

支
援
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多

様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
仕
組
み

で
あ
る
。
制
度
創
設
初
年
度
に
89
人
で

あ
っ
た
隊
員
数
は
年
々
増
加
し
、
令
和
７

年
度
に
は
8
、
1
9
6
人
に
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。
隊
員
の
中
心
は
20
歳
代
・
30
歳

代
で
あ
り
、
地
域
に
新
た
な
視
点
や
行
動

力
を
も
た
ら
す
「
ヨ
ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
」

と
し
て
、
多
く
の
地
域
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
意
義
は
、

任
期
中
の
活
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

令
和
７
年
４
月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、
直
近
５
年
に
任
期
を
終
了
し
た

隊
員
の
70
・
3
％
が
、
任
期
終
了
後
も
活

動
地
と
同
じ
地
域
に
定
住
し
て
い
る
。
同

一
市
町
村
内
に
定
住
し
た
者
の
う
ち
、
約

46
％
が
起
業
、
約
34
％
が
就
業
、
約
12
％

が
就
農
・
就
林
等
に
従
事
し
て
お
り
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
継
続
的
に
活
躍
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

地
域
に
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
根
づ
き
、
地
域
経
済

や
地
域
社
会
を
支
え
る
人
材
の
確
保
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。自
治
体
に
と
っ
て
は
、

地
域
課
題
に
応
じ
た
柔
軟
な
活
動
を
担
う

人
材
を
確
保
で
き
る
こ
と
に
加
え
、移
住
・

定
住
、
起
業
支
援
、
産
業
振
興
な
ど
複
数

の
政
策
効
果
を
併
せ
持
つ
点
も
大
き
な
特

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

地域おこし協力隊の定住状況等に係る調査結果概要（令和８年4月公表）
令和２年４月１日～令和７年３月31日までの直近５年間（令和２～６年度）に任期終了した地域おこし協力隊員の定住状況等について調査を実施。

（調査時点：令和７年５月１日）

任期終了後、およそ70％の隊員が同じ地域に定住 同一市町村内に定住した者は5,038人
うち、約46％(2,296人)が起業、約35％(1,753人)が就業

任期終了後定住した隊員の動向（直近５年に任期終了し、定住した隊員（5,038人）の動向）

 飲食サービス業（古民家カフェ、農家レストラン 等）・・・３０８名
 美術家（工芸含む）、デザイナー、写真家、映像撮影者・・・２１７名
 宿泊業（グストハウス、農家民宿 等）・・・１８１名
 小売業（パン屋、ピザの移動販売、農作物の通信販売 等）・・・１７４名
 観光業（ツアー案内、日本文化体験 等）・・・１３０名
 ６次産業（猪や鹿の食肉加工・販売 等）・・・１０１名
 出版・広告業（ライター・広報作成 等）・・・８０名
 まちづくり支援業（集落支援、地域ブランドづくりの支援 等）・・・８０名

起業

 行政関係（自治体職員、職員、集落支援員 等）・・・４８０名
 観光業（旅行業・宿泊業 等）・・・１７６名
 農林漁業（農業法人、森林組合 等）・・・１３８名
 地域づくり・まちづくり支援業・・・９９名
 教育業・・・７８名
 医療・福祉業・・・７２名
 製造業・・・５８名
 小売業・・・５３名
 ６次産業（生産・加工・販売全て）・・・４７名

就業

 農業・・・４７７名
 林業・・・５４名
 畜産業・・・２０名
 漁業・水産業・・・１２名

就農・就林等

 伝統工芸の承継、民宿の承継、飲食業の承継 等・・・７０名

事業承継

※円グラフの構成値は四捨五入しているため
   合計が100％にならないことがある。

1

活動地の
近隣市町村内に定住

1,125人（12.8%）

他の地域に転出
2,013人（23.0%）

※うち、228人が活動地と関わりの
ある地域協力活動等に従事

その他
75人（0.9%）

不明
511人（5.8%）

同じ地域に定住
6,163人（70.3%）

活動地と
同一市町村内に定住

5,038人（57.5%）

合計 ＝ 8,762人 合計 ＝ 5,038人

事業承継
70人（1.4%）

不明
155人（3.1%）

その他
181人（3.6%）

就農・就林
583人（11.6%）

就業
1,753人（34.8%）

起業
2,296人（45.6%）

（活動地と同一市町村内に定住した隊員数）

※準備中を含む ほか

ほか
※準備中・研修中を含む

ほか
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徴
で
あ
る
。

一
方
で
、
隊
員
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の

能
力
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
生

き
方
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
を
見
出
す
機

会
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
、
自
治
体
、
隊

員
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
、
い

わ
ば「
三
方
良
し
」の
取
組
と
し
て
広
が
っ

て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
単
な
る
一
時
的
な
人
材
確
保
策

で
は
な
く
、
地
域
の
将
来
を
支
え
る
担
い

手
づ
く
り
の
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
、
そ

の
重
要
性
を
一
層
高
め
て
い
る
。

３３
．． ��

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
よ
り
効

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
よ
り
効

果
的
に
活
か
す
た
め
に

果
的
に
活
か
す
た
め
に  

―― � �

効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
の

効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
の

「
受
入
設
計
」

「
受
入
設
計
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
多
く
の
地
域

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
一
方
、
そ
の
効
果

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
単
に

募
集
人
数
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
課
題
に
応
じ
た
適
切
な
募
集
設
計
と
、

受
入
後
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

が
欠
か
せ
な
い
。

実
際
、「
応
募
が
な
か
っ
た
」「
求
め
る

人
材
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た
」
と

い
っ
た
声
や
、
任
期
途
中
の
退
任
や
任
期

終
了
後
に
地
域
に
定
着
し
な
い
ケ
ー
ス
も

一
定
数
存
在
す
る
。こ
う
し
た
背
景
に
は
、

地
域
側
が
求
め
る
役
割
や
活
動
内
容
が
十

分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
募
集
段

階
で
地
域
の
魅
力
や
具
体
的
な
活
動
イ

メ
ー
ジ
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
、
受
入
後
の
相
談
体
制
や
地
域
と
の
関

係
構
築
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を「
三

方
良
し
」
の
取
組
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た

め
に
は
、隊
員
本
人
の
希
望
、地
域
の
ニ
ー

ズ
、
行
政
の
受
入
体
制
が
適
切
に
か
み
合

う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
募
集
前
の
段

階
か
ら
、
地
域
が
ど
の
よ
う
な
課
題
解
決

を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
人

材
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
と
の
連

携
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
着
任
後
の
孤
立

を
防
ぎ
な
が
ら
隊
員
の
活
動
や
生
活
を
支

え
る
仕
組
み
を
用
意
す
る
こ
と
な
ど
が
鍵

と
な
る
。

総
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ

防
止
の
観
点
か
ら
、「
お
た
め
し
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
や
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
」
に
対
し
て
財
政
措
置
を
行

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
応
募
希
望
者

が
実
際
の
地
域
や
活
動
を
事
前
に
体
験
す

る
こ
と
で
、
地
域
と
の
相
性
や
具
体
的
な

暮
ら
し
を
確
認
し
、
双
方
に
と
っ
て
よ
り

納
得
感
の
あ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
知
見
を
持
っ
た
有
識

地域おこし協力隊アドバイザー派遣事業について
 地域おこし協力隊の取組の更なる推進のため、地域おこし協力隊の活用を検討する地方公共団体からの求めに応じ、地域おこし協力隊の知見・ノウハウ等を
有する「地域おこし協力隊アドバイザー」を派遣し、地域おこし協力隊に関する助言等を行う。

 地域おこし協力隊サポートデスク関係者、先進自治体職員、大学教授、地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ等の有識者にアドバイザーを委嘱。

 従来の個々の課題に応じた派遣に加え、令和７年度からは、新規又は追加での募集案件組成に係る「パッケージ型支援」を新設。都道府県ネットワーク関
係者の同行や、自治体の課題に応じた複数名のアドバイザー派遣も可能に。

１．派遣の流れ ３．派遣メニュー

時期 内容

４月 アドバイザーリストの公表
派遣申請の受付開始

随時 派遣申請の受付～派遣

２月末 アドバイザーの派遣完了

・支援内容：地域おこし協力隊の導入に向けた制度設計・企画、
 募集・採用、活動支援、任期後に向けた支援など

  ・派遣日数・時間：原則として連続する３日以内
総派遣時間数は合計20h以内（7h/日以内）

総務省 地方公
共団体

①派遣申請

②派遣決定 ③助言

２．スケジュール

・支援内容：募集案件の組成から要項の作成、受入れ体制の整備
までの一貫した伴走支援

  ・派遣日数・時間：５日間程度の実施が目安
総派遣時間数は合計35h以内（7h/日以内）

各地方公共団体は、希望に応じて以下(1) 又は(2)を選択可能。
(1)特定の課題解決支援

(2) 新規の募集案件組成パッケージ型支援

～こんな地方公共団体におすすめ～
募集案件の魅力度向上や、サポート体制の強化など、個別課題
の解決を図るために、それらに特化した助言を集中的に受けたい場
合。

～こんな地方公共団体におすすめ～
協力隊を初めて又は久しぶりに募集する団体や、新たな分野で追
加で募集しようとする団体が、募集要項の作成や体制づくりも含め、
協力隊の受入れにあたって必要な幅広い内容について継続的な
支援を受けたい場合。

R7拡充（派遣日数・時間）

R7新規
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者
を
派
遣
す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
」
を
行
っ
て
お
り
、
受
入
自
治
体
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
募
集
案

件
の
設
計
段
階
か
ら
専
門
家
の
助
言
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

効
果
的
な
受
入
体
制
の
構
築
を
支
援
し
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、「
募
集
で
き

た
か
ど
う
か
」
だ
け
で
な
く
、「
地
域
に

根
づ
き
、
地
域
の
力
と
し
て
活
躍
し
続
け

て
も
ら
え
る
か
」
が
重
要
で
あ
る
。
庁
内

関
係
部
署
や
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が

ら
、
募
集
か
ら
定
住
ま
で
を
一
体
的
に
設

計
す
る
こ
と
が
、
制
度
を
真
に
地
域
の
力

へ
と
高
め
る
鍵
と
な
る
。
ぜ
ひ
、
受
入
設

計
の
段
階
か
ら
総
務
省
の
支
援
策
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

４４
．．��

総
務
省
に
よ
る
支
援
強
化

総
務
省
に
よ
る
支
援
強
化

  

―― � �

隊
員
の
活
躍
と
定
着
を
支
え

隊
員
の
活
躍
と
定
着
を
支
え

る
基
盤
づ
く
り

る
基
盤
づ
く
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
地
域
の
力
と
し

て
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
は
、
募
集
や

受
入
段
階
に
加
え
、着
任
後
の
活
動
支
援
や

任
期
終
了
後
の
定
住
・
定
着
ま
で
を
見
据

え
た
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
隊
員
や
自
治

体
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
」
を
設
置
し
、
隊
員
や
自
治
体

か
ら
の
相
談
に
一
元
的
に
対
応
し
て
い

る
。活
動
や
生
活
に
関
す
る
日
々
の
悩
み
、

地
域
と
の
関
係
づ
く
り
、
制
度
活
用
に
関

す
る
相
談
な
ど
、
現
場
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
隊
員
の
孤
立
防
止
と

円
滑
な
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

ま
た
、
隊
員
の
活
動
段
階
や
課
題
に
応

じ
て
、
初
任
者
研
修
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
、
起
業
・
事
業
化
研
修
、
テ
ー
マ
別

研
修
な
ど
各
種
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、

地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
実
践
力
の
向
上

や
、
任
期
終
了
後
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
は
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
、
全

国
規
模
で
隊
員
、
経
験
者
、
自
治
体
職
員

な
ど
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
わ
る
人
々

が
、
相
互
に
学
び
合
い
、
支
え
合
え
る
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
単

位
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
推
進
し

て
お
り
、
地
域
を
越
え
た
横
の
つ
な
が
り

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
か
な

支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
任
期
終
了
後
の
定
住
・
定
着

に
向
け
て
は
、
起
業
・
事
業
承
継
支
援
、

空
き
家
改
修
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

に
根
づ
く
た
め
の
後
押
し
も
進
め
て
い

る
。
特
に
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
地
場

産
業
等
の
起
業
・
事
業
承
継
に
係
る
任
期

延
長
特
例
の
新
設
や
起
業
・
事
業
承
継
に

要
す
る
経
費
に
対
す
る
特
別
交
付
税
措
置

地域おこし協力隊経験者のネットワークによる支援
地域おこし協力隊員や地域おこし協力隊制度に取り組む自治体に対し、
・都道府県単位の地域おこし協力隊経験者によるネットワーク（「都道府県ネットワーク」）
・総務省が実施する「地域おこし協力隊全国ネットワーク」 により、重層的にサポートする環境を整備。

地域おこし協力隊全国ネットワーク

都道府県ネットワーク

・全国の情報収集、発信
・全国の隊員等の交流の場として「地域おこし協力隊全国ネットワークプラットフォーム」の提供
・都道府県ネットワークに対して各種研修会等の実施、「都道府県ネットワークづくり推進事業」
による伴走支援等でサポート

・都道府県内の隊員の交流、つながりづくり
・隊員への研修実施、相談対応、自治体の募集採用支援などのサポートを都道府県や市
町村の委託をうけて実施

業務委託

総務省

連携/業務委託

取組自治体

地域おこし協力隊

支援

企画メンバー・協力者
（協力隊経験者・有識者等）

43団体（R8.4現在）

・日々のサポートに要する経費
（特交措置200万円/団体）
・募集等に要する経費
（特交措置350万円/団体）

委嘱

都道府県

・隊員向けの研修に要する経費
・隊員経験者を活用した現役隊員向けの
サポート体制の整備に要する経費
（普通交付税措置）

支援
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の
拡
充
な
ど
、
地
場
産
業
等
の
担
い
手
確

保
の
た
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
よ
り
中

長
期
的
な
活
躍
を
見
据
え
た
制
度
拡
充
も

進
め
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
着
任
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
地
域
で
活
躍
し
、
成
長

し
、
そ
の
後
も
地
域
の
担
い
手
と
し
て
根

づ
い
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
。
総
務
省
で
は
、
今
後
も
こ
う

し
た
伴
走
支
援
の
充
実
を
通
じ
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
各
地
域
に
お
い
て
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
の
力
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

５５
．．��

お
わ
り
に

お
わ
り
に  

――  

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
地
域
の
力
に

協
力
隊
を
地
域
の
力
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
任
期
終
了
後
の
定
住
・
定

着
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
新
た
な
活
力

を
も
た
ら
し
て
き
た
。
一
時
的
な
人
手
の

確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
に
関
わ
り
、

地
域
に
根
づ
き
、
地
域
の
未
来
を
共
に
形

づ
く
る
人
材
を
得
ら
れ
る
点
で
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
は
地
域
に
と
っ
て
今
後
ま
す

ま
す
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
は
、制
度
を
活
用
す
る
自
治
体
自
身
が
、

地
域
課
題
を
見
つ
め
直
し
、
求
め
る
人
材

像
と
め
ざ
す
未
来
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
募
集
か
ら
受
入
、活
動
、定
住
ま
で
を

一
体
的
に
設
計
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

総
務
省
と
し
て
も
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
地
域
、自
治
体
、隊
員
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
意
義
あ
る「
三
方
良
し
」の
取
組
と

し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
引
き
続
き

必
要
な
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

各
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
地
域
の
将
来
へ
の
投
資
、
そ

し
て
地
域
を
支
え
る
重
要
な
施
策
の
一
つ

と
し
て
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
新
た
な
担
い
手
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
制
度

創
設
以
来
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
を
満
了

し
た
隊
員
は
、
累
計
で
１
５
、
０
４
５
人

に
上
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
隊
員
が
地
域

で
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、
定
住
を
選
ん

だ
隊
員
が
少
な
く
な
い
こ
と
の
裏
に
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
一
人
一
人
の
思
い

や
人
生
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
た
多
く

の
自
治
体
、
地
域
関
係
者
の
方
が
い
た
か

ら
こ
そ
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

方
々
へ
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
て
、

本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応
援
課

T
E
L
：
03
-

5253


-

53

9
4

「
未
来
は
、
い
つ
だ
っ
て
、
現
場

か
ら
生
ま
れ
る
。

現
場
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
と
こ
と
ん

応
援
し
た
い
。

農
林
水
産
業
の
新
し
い
可
能
性
を

見
つ
け
、
そ
れ
を
日
本
中
へ
広
げ
る

お
手
伝
い
を
し
た
い
。」

こ
う
し
た
願
い
を
胸
に
、
農
林
水

産
業
み
ら
い
基
金
は
、
２
０
１
４
年

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
13
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
と
食
と
地
域
の
く
ら

し
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
、

⑴　

�

農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
を

支
え
る
担
い
手
へ
の
支
援

⑵　

�

農
林
水
産
業
の
収
益
力
強
化
に

向
け
た
取
組
み
へ
の
支
援

⑶　

�

農
林
水
産
業
を
軸
と
し
た
地
域

活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
へ
の

支
援

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
創
意
工
夫
に
あ

ふ
れ
た
取
組
み
で
、
直
面
す
る
課
題

の
克
服
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
地

域
の
農
林
水
産
業
者
へ
の
あ
と
一
歩

の
後
押
し
」
を
行
う
た
め
の
助
成
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
事
業
に
対
し
て
は
、
最

長
３
年
間
に
支
出
す
る
事
業
経
費
の

う
ち
最
大
９
割
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
募
集
は
、
年
１
回

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
12
年
間
で

累
計
82
件
の
助
成
決
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
に
つ
い
て
も
、
５

月
14
日
（
木
）
か
ら
助
成
事
業
の
募

集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
申
請
期

間
は
６
月
30
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

申
請
方
法
は
農
林
水
産
業
み
ら
い
基

金
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
請
書
類

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
上
で
、
同
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
設
置
し
て
い
る
助
成

申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
と
な
り
ま
す
。

募
集
締
切
後
は
、
５
ヶ
月
程
度
の

審
査
期
間
を
経
て
、
12
月
上
中
旬
に

助
成
対
象
事
業
を
決
定
す
る
予
定
で

す
。詳

細
は
、
当
基
金
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
て
、「
募
集
要
項
」
な
ど
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
12
年
間
で
選
ば
れ
た
82

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
づ
く
、
今
後

に
向
け
て
の
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
よ

う
な
事
業
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
一
般
社
団
法
人 

農
林
水
産
業
み
ら
い
基
金

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.m
iraikikin.org

◆
問
合
せ
先

農
林
水
産
業
み
ら
い
基
金　

事
務
局

電
話　

０
３-

５
３
６
２-

３
８
８
９

E-M
ail  m

irai@
m
iraikikin.org

【農林水産業みらい基金　2026年度助成事業　募集スタート】【農林水産業みらい基金　2026年度助成事業　募集スタート】
─５月14日（木）から助成事業の募集を開始、申請期間は６月30日（火）まで─
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神
河
町
の
概
要

神
河
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
「
ハ
ー
ト
型
」
の
ま
ち
で
す
。
面
積
２

０
２
・
23
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
約
9
割
を

山
林
が
占
め
、
砥
峰
高
原
や
峰
山
高
原
、
越

知
川
名
水
街
道
、日
本
遺
産
「
銀
の
馬
車
道
・

鉱
石
の
道
」
な
ど
四
季
折
々
の
景
観
と
歴
史

資
源
に
恵
ま
れ
、
播
磨
と
但
馬
を
結
ぶ
交
流

の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
人
口

は
令
和
8
年
3
月
末
現
在
9
、
８
４
６
人
と

県
内
で
最
も
人
口
の
少
な
い
自
治
体
で
あ
る

一
方
、
豊
か
な
観
光
資
源
を
背
景
に
年
間
約

80
万
人
が
訪
れ
る
交
流
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま

す
。一

方
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、

担
い
手
不
足
、
地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
、
本

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
地
域
資
源
を
磨
き
上

げ
て
交
流
人
口
を
拡
大
し
、交
流
か
ら
関
係
、

さ
ら
に
は
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
人
の

流
れ
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援

や
産
業
振
興
、
地
域
交
通
、
医
療
福
祉
な
ど
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
不
可
欠
で
す
。

本
町
で
は
、「
兵
庫
の
ま
ん
な
か
で
キ
ラ

リ
と
光
る
ま
ち
」
と
し
て
、
地
域
の
活
力
向

上
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
そ
の
主
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
．
交
流
か
ら
関
係
、
そ
し
て
定
住

本
町
で
は
、人
口
減
少
対
策
と
並
行
し
て
、

ま
ず
は
多
く
の
人
に
本
町
を
知
っ
て
も
ら

い
、
町
を
訪
れ
る
人
を
増
や
し
、
町
と
の
つ

な
が
り
（
関
係
人
口
）
を
生
み
出
す
こ
と
を

目
的
に
、
観
光
交
流
施
策
を
重
点
的
に
進
め

▲西日本有数のススキ草原・砥峰高原の初夏

兵庫県

神河町

神か
み

河か
わ

町ち
ょ
う

兵
庫
県

兵
庫
の
ま
ん
な
か
で
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
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て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
は
、
日
本
国
内

で
約
14
年
ぶ
り
と
な
る
新
設
ス
キ
ー
場
「
峰

山
高
原
リ
ゾ
ー
ト 

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
ク
」
の

整
備
を
は
じ
め
、
マ
ラ
ニ
ッ
ク
や
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
な
ど
、
本
町
の
自
然
や
地
形
を
活
か
し

た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
峰
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト

ピ
ー
ク
は
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
新
た
な

誘
客
拠
点
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
本
町
を
訪
れ

る
機
会
の
少
な
か
っ
た
若
年
層
な
ど
、
新
た

な
来
訪
者
の
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
季
中
心
で
あ
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
利

用
に
加
え
、
冬
季
の
観
光
需
要
を
取
り
込
む

こ
と
で
年
間
を
通
じ
た
誘
客
が
可
能
と
な

り
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
へ
の
波
及
効
果
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
創
業
支
援
や

空
き
家
・
空
き
店
舗
改
修
補
助
を
活
用
し
た

飲
食
店
、
カ
フ
ェ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
な
ど
新

た
な
民
間
店
舗
の
出
店
も
進
ん
で
い
ま
す
。

観
光
客
の
受
入
環
境
の
充
実
に
よ
り
、
町
内

で
の
滞
在
・
消
費
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
町
を
訪
れ
、
知
っ
て
も
ら
う
機
会
の
拡
大

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
、
将
来
的
な
移
住
・
定
住
に
も
つ
な

が
る
基
盤
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２
．�

若
者
世
帯
・
子
育
て
世
代
の
定

住
促
進

若
い
世
代
の
流
出
を
抑
制
し
、
地
域
の
将

来
を
担
う
世
代
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
本
町

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
観
光
交
流
に

よ
っ
て
町
を
訪
れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
る
一
方
、実
際
に
「
住
み
続
け
た
い
」「
住

ん
で
み
た
い
」
と
思
え
る
受
け
皿
を
整
え
る

こ
と
が
移
住
・
定
住
促
進
に
は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か

ら
若
者
世
帯
向
け
家
賃
補
助
制
度
（
月
額
最

大
2
万
円
）
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
若
者

世
帯
向
け
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
32
戸
を
整
備

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
4
年
度
か
ら
は
宅

地
開
発
支
援
事
業
に
よ
り
民
間
事
業
者
の
15

区
画
の
宅
地
整
備
を
支
援
し
、
若
者
世
帯
や

子
育
て
世
代
の
住
宅
確
保
を
進
め
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
住
宅
取
得
補
助
（
最
大
２
９

０
万
円
）や
既
存
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助（
最

大
90
万
円
）
を
実
施
し
、
賃
貸
か
ら
住
宅
取

得
、
定
住
後
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
制
度

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
も
県
内
で
い
ち
早
く
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
に
着
手
し
、
多
用
途
に
対
応
し
た
改

修
補
助
に
よ
り
空
き
家
活
用
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
住
ま
い
の
確
保
に
と
ど

ま
ら
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
基

盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　
　

３
．�

多
世
代
が
集
う
“
ま
ち
の
リ
ビ

ン
グ
”「
桜
空
」

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
住
ま
い
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
世
代
を
超
え
て
人
が
集

い
、
日
常
的
に
つ
な
が
り
を
育
む
拠
点
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
本
町
で
は
神
崎
公
民
館
の

閉
館
を
契
機
に
、
要
望
の
高
か
っ
た
「
図
書

施
設
」
と
「
公
園
」
を
一
体
的
に
整
備
し
、

粟
賀
小
学
校
跡
地
に
神
河
町
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
公
園
「
桜
空
（
お
う
ぞ
ら
）」
を
開
設

し
ま
し
た
。令
和
7
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

「
多
世
代
が
集
う
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
地
域
内
外
の
人
が
自
然
に
集

▲最新設備で阪神間ファミリーに人気

▲地元の若者が起業した人気店「ひよこジェラート」

▲JR新野駅前に整備した若者向け住宅

▲神河町産材を活かした図書空間
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う
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま

す
。
施
設
は
町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
公
立

病
院
や
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
に
も
隣
接
す

る
重
要
な
エ
リ
ア
に
あ
り
ま
す
。
公
園
部
分

に
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
大

型
遊
具
や
健
康
器
具
を
配
置
し
、
芝
生
広
場

に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
が
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
元

大
工
と
学
生
の
協
働
に
よ
り
東
屋
を
整
備
す

る
な
ど
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
施
設
づ
く

り
も
進
め
ま
し
た
。
建
物
の
内
装
に
は
町
産

材
を
活
用
し
、
読
書
や
学
習
、
休
憩
、
会
話

な
ど
多
様
な
過
ご
し
方
が
で
き
る
居
場
所
を

設
け
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
以
降
は
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
日
常
利
用
を
通
じ
て
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
、
地
域
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

４
．�

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤「
２
０
５
０

神
河
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
将

来
を
見
据
え
た
明
確
な
方
向
性
を
持
つ
こ
と

が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
令
和

5
年
に
策
定
し
た
「
２
０
５
０
神
河
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
理
想
の
未
来
を
示
す
羅
針
盤
と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
方
向
性
の
も
と
、
第

2
次
長
期
総
合
計
画
や
第
3
期
地
域
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
く
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。「
変
わ
ら
な
い
風
景
を
未
来
の
世
代

へ
」
を
基
本
理
念
に
、
本
町
が
誇
る
森
林
や

清
流
、
歴
史
あ
る
景
観
を
守
り
継
承
し
な
が

ら
、
生
活
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
両
立
さ
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。　
　

５
．�

支
え
合
い
で
つ
く
る
地
域
の
新
し
い

か
た
ち
「
地
域
自
治
協
議
会
」

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
進
行
に
よ
り
、

従
来
の
単
独
自
治
会
だ
け
で
は
地
域
課
題
へ

の
対
応
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
本
町
で
は
町
内
を
7
つ
の
行
政

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
地
域
自

治
協
議
会
」を
設
立
し
、持
続
可
能
な
地
域
運

営
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
自

治
協
議
会
で
は
、福
祉
、防
災
、生
活
環
境
、地

域
活
性
化
な
ど
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
住
民

自
ら
が
話
し
合
い
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
実
践
的
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
連
携
す
る
こ
と
で
、

単
独
自
治
会
で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
に
も

取
り
組
め
る
体
制
を
整
え
、
地
域
の
自
立
性

と
持
続
可
能
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

６
．�

森
林
資
源
を
活
か
し
た
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
な
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
森
林
資
源
を
有
す
る
本
町
に
と
っ

て
、
脱
炭
素
の
推
進
は
環
境
政
策
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興

策
で
も
あ
り
ま
す
。
本
町
で
は
、
令
和
2
年

7
月
に
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
な
ま
ち
」
宣
言

▲中学生も参加した「神河みらい創造ワークショップ」

▲脱炭素と地域振興をつなぐ三者連携 ▲区を越えて支え合うお助け隊活動

▲芝生広場とインクルーシブ遊具が並ぶ公園
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を
行
い
、
令
和
4
年
3
月
策
定
の
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
２
０
５
０
年

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
加
え
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
銀
行
株
式
会
社
お
よ
び
山
田
林
業
株
式
会

社
と
連
携
し
た
バ
イ
オ
炭
事
業
な
ど
、
森
林

資
源
の
新
た
な
価
値
創
出
に
も
取
り
組
み
、

環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

７
．�

官
民
連
携
に
よ
る
新
た
な
地
域

価
値
の
創
出

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
民
間
企
業
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
官
民
連
携
が
重
要
で
す
。そ
の
一
例
が
、

令
和
8
年
4
月
に
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
姫
路
株

式
会
社
が
町
有
地
を
活
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

「C
O

R
O

H
IM

ER
IV

ER

　

kam
ikaw

a

（
カ

ロ
ひ
め
リ
バ
ー
か
み
か
わ
）」
で
す
。

関
西
電
力
大
河
内
発
電
所
Ｐ
Ｒ
館
跡
地
に

整
備
さ
れ
た
本
施
設
は
、「
ク
ル
マ
と
共
に
体

験
を
深
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
然
景
観
を

活
か
し
た
滞
在
型
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
た
新
た
な
交
流
拠
点
で
あ
り
、
行

政
資
産
の
有
効
活
用
と
民
間
投
資
に
よ
り
実

現
し
ま
し
た
。
地
元
事
業
者
と
の
連
携
や
周

辺
観
光
施
設
と
の
周
遊
促
進
に
よ
る
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

令
和
８
年
度
、
本
町
で
は
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
突
き
抜
け
よ
う
！
か

み
か
わ
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
常

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
持
ち
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
短
期
・
長
期
の
双
方

の
視
点
か
ら
必
要
な
施
策
に
は
果
敢
に
投
資

し
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、
小
規
模
自
治
体
に
は
機
動
力
と

柔
軟
性
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
交
流
か

ら
関
係
、
そ
し
て
定
住
へ
と
つ
な
ぐ
循
環
を

よ
り
確
か
な
も
の
と
し
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
、「
突
き
抜
け
よ
う
！
か
み
か
わ
」
を
旗

印
に
、
未
来
に
誇
れ
る
神
河
町
を
築
い
て
ま

い
り
ま
す
。

�

総
務
課

▲官民連携で生まれた新たな交流拠点
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情　報

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
前
線　

北
海
道
河
東
郡
上
士
幌
町

北
海
道
十
勝
北
部
に
位
置
す
る
上
士
幌

町
は
、
雄
大
な
大
雪
山
国
立
公
園
の
東
山

麓
に
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
だ
。
面
積
の

約
八
割
を
森
林
が
占
め
、
二
千
メ
ー
ト
ル

級
の
山
々
か
ら
広
大
な
平
野
部
ま
で
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
が
楽
し
め
る
。
基
幹

産
業
は
農
業
と
林
業
、
そ
れ
ら
を
背
景
に

し
た
観
光
業
だ
。
か
つ
て
木
材
運
搬
の
鉄

道
が
敷
設
さ
れ
る
ほ
ど
活
気
の
あ
っ
た
林

業
は
、
現
在
、
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

や
資
源
活
用
、
そ
し
て
多
様
な
体
験
型
観

光
へ
と
姿
を
変
え
て
い
る
。

こ
の
町
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
『
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム（
以
下
、Ｇ
Ｐ
）』の
実
習
生
受
け
入
れ
だ
。

派
遣
前
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
（
以
下
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
）
合
格
者
が
、
国
内
の
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
現
場
を
約
二
ヶ
月
半
体

験
す
る
こ
の
事
業
は
、
任
意
参
加
な
が
ら

合
格
者
の
多
く
が
希
望
す
る
人
気
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。
今
回
は
、
三
人
の
実
習
生
が
活

動
す
る
二
〇
二
五
年
度
三
次
隊
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

三
人
の
記
録
ｰ
ｰ
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
、

大
人
の
修
行
、
そ
し
て
家
族
の
温
も
り

「
あ
な
た
の
よ
う
な
人
に
会
え
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
」二
〇
二
五
年
十
二
月
十
三
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ｐ
最

終
報
告
会
。
五
十
人
を
超
え
る
聴
衆
の
前

で
「
自
分
が
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
こ
の

町
の
み
な
さ
ん
に
変
え
て
も
ら
っ
た
」
と

感
謝
を
述
べ
る
実
習
生
、
持も
ち

田だ

公き
み

孝た
か

さ

ん
に
、
一
人
の
年
配
者
が
投
げ
か
け
た
言

葉
だ
。

持
田
さ
ん
は
、
三
人
の
実
習
生
の
中
で

最
年
長
の
三
十
五
歳
。「
ゼ
ロ
か
ら
挑
戦
し

た
い
」
と
十
一
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
て

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
に
応
募
し
た
。
Ｇ
Ｐ
へ
の
参
加

も
、
帰
国
後
に
日
本
の
地
域
社
会
で
活
躍

し
た
い
と
い
う
夢
を
見
据
え
て
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
持
田
さ
ん
が
取
り

組
ん
だ
の
は
、
仕
事
を
切
り
口
に
人
々
の

生
き
方
を
記
録
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
成
果
は
、
多
様
な
職
に

就
く
町
民
の
仕
事
図
鑑
と
し
て
地
元
の
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
参

加
前
は
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
と
い
う
持
田
さ
ん
は
、「
応
援
し
て
く
れ

る
人
が
い
た
か
ら
、
本
気
で
計
画
を
立
て
、

熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
」

と
活
動
を
振
り
返
る
。

最
年
少
の
渡わ
た

部べ

風ふ
う

河が

さ
ん
は
、
新
卒
で

の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
参
加
と
な
る
。
き
っ
か
け
は
、

幼
少
期
に
兄
が
サ
ッ
カ
ー
留
学
し
て
い
た

ブ
ラ
ジ
ル
で
目
に
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
の
存
在
だ
。
な
ぜ
Ｇ
Ｐ
に
参
加
し

た
か
を
尋
ね
る
と
、「
説
明
を
聞
い
て
自
分

に
は
絶
対
無
理
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
め
っ

ち
ゃ
大
事
だ
と
感
じ
た
」
と
、
背
伸
び
を

し
な
い
等
身
大
の
言
葉
で
、
苦
手
意
識
の

克
服
が
目
的
だ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
く

れ
た
。

電
話
や
メ
ー
ル
を
「
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
目
上
の
人
と
の

や
り
取
り
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
渡
部
さ

ん
。
上
士
幌
町
に
来
て
か
ら
も
、
メ
ー
ル
一

通
に
何
時
間
も
悩
ん
だ
り
、
少
し
話
し
た

い
だ
け
な
の
に
応
接
室
に
通
さ
れ
て
戸

惑
っ
た
り
と
、
農
家
と
の
交
流
を
通
し
て

「
大
人
の
修
行
を
経
験
し
た
」
と
語
る
。「
勉

強
も
苦
手
で
、
動
物
な
ら
い
っ
か
と
家
畜

飼
育
を
専
攻
し
た
」
と
い
う
発
言
に
は
、

十
歳
以
上
離
れ
た
持
田
さ
ん
か
ら
「
動
物

に
失
礼
だ
ぞ
」
と
突
っ
込
ま
れ
る
一
幕
も
。

し
か
し
、
笑
顔
で
受
け
流
す
渡
部
さ
ん
の

姿
に
は
、
苦
手
だ
っ
た
は
ず
の
大
人
と
対

等
に
渡
り
合
う
頼
も
し
さ
が
溢
れ
て
い
た
。

「
自
分
が
嫌
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
成
長
の

た
め
に
絶
対
に
必
要
な
こ
と
」
と
、
感
情

左から
谷口二葉（2025 年度 3次隊／コミュニティ開発／ホンジュラス）
渡部風河（2025 年度 3次隊／家畜飼育・飼料作物／パナマ）
持田公孝（2025 年度 3次隊／コミュニティ開発／ボリビア）

自
分
で
考
え
、
仲
間
と
助
け
合
う　

実
習
生
た
ち
が
見
つ
け
た

協
力
隊
の
原
点
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と
能
力
の
向
上
を
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ

る
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
は
、
き
っ
と
任
国
で
も

役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

三
人
目
の
谷た
に

口ぐ
ち

二ふ
た

葉ば

さ
ん
は
、
渡
部
さ

ん
と
同
じ
く
新
卒
だ
が
、
大
学
を
休
学
し

て
十
一
ヶ
月
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
放
浪
し
た
経
験
を
持
つ
。

「
次
は
も
っ
と
長
期
的
に
、
自
分
の
専
門
分

野
に
特
化
し
た
活
動
を
し
た
い
」
と
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｖ
へ
の
応
募
を
決
め
た
。「
派
遣
前
に
、

言
葉
が
通
じ
る
国
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
に
似
た
活

動
を
予
行
練
習
で
き
る
の
は
す
ご
く
良
い
」

と
語
る
谷
口
さ
ん
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
の
面
接
で

も
、
特
定
の
隊
次
を
希
望
か
ら
外
し
た
理

由
を
問
わ
れ
、「
Ｇ
Ｐ
に
参
加
し
た
い
か
ら
」

と
は
っ
き
り
伝
え
た
と
い
う
。

道
内
の
大
学
で
食
品
化
学
を
学
び
、
北

海
道
へ
の
愛
着
に
溢
れ
る
谷
口
さ
ん
は
、

上
士
幌
町
を
「
町
全
体
が
家
族
の
よ
う
だ
」

と
表
現
す
る
。
二
ヶ
月
半
の
滞
在
で
は
、

住
民
か
ら
料
理
を
教
わ
り
、
料
理
本
を
作

成
し
た
。
自
身
も
大
好
き
だ
と
い
う
パ
ン

作
り
に
も
こ
だ
わ
り
、
新
鮮
な
小
豆
か
ら

作
る
あ
ん
ぱ
ん
は
料
理
本
の
一
ペ
ー
ジ
を

飾
っ
て
い
る
。「
毎
日
、
誰
か
と
話
し
、
関

わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
み
な
さ
ん
優
し
く

て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
谷
口
さ
ん
。
学
び
の
一
つ
ひ
と

つ
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
そ
の
目
は
次

な
る
舞
台
、
派
遣
予
定
先
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
。

自
分
で
考
え
、
仲
間
と
助
け
合
う　

実
習
生
た
ち
が
見
つ
け
た

協
力
隊
の
原
点

滞
在
中
の
二
ヶ
月
半
、
三
人
の
実
習
生

た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
ハ
レ
タ

か
み
し
ほ
ろ
」
の
二
階
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
に
入
居
し
、
共
同
生
活
を
送
っ
た
。

こ
う
し
た
彼
ら
の
活
動
を
影
に
日
向
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
受
入
機
関
『
株
式
会

社
生
涯
活
躍
の
ま
ち
か
み
し
ほ
ろ
』
の
役

割
だ
。「
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
出
身
者
も
い
て
、
実
習
生
と
同
じ

く
町
外
か
ら
や
っ
て
き
た
人
た
ち
に
よ
っ

て
事
業
が
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と
、
事
業

総
括
の
名な

波わ

透と
お
る

さ
ん
は
話
す
。
驚
い
た
の

は
、
Ｇ
Ｐ
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
一
人

が
大
分
県
在
住
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
普
段

は
地
元
で
過
ご
し
、
Ｇ
Ｐ
の
時
期
に
合
わ

せ
て
上
士
幌
町
へ
足
を
運
ぶ
。「
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
仕
事
に
惹
か
れ
た
」
と
語
る
そ

の
あ
り
方
は
、
ま
さ
に
関
係
人
口
の
創
出

に
力
を
入
れ
る
町
な
ら
で
は
の
光
景
と
い

え
る
。

性
別
も
年
齢
も
異
な
る
三
人
が
集
い
、

共
に
地
域
の
課
題
解
決
に
挑
ん
だ
上
士
幌

町
の
Ｇ
Ｐ
。
お
互
い
を
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で

呼
び
合
い
、
冗
談
を
交
わ
す
姿
か
ら
は
、

単
な
る
仲
の
良
さ
だ
け
で
は
な
く
、
二
ヶ

月
半
の
歩
み
の
中
で
互
い
の
成
長
を
認
め

合
っ
て
い
る
確
か
な
信
頼
が
伝
わ
っ
て
く

る
。渡
部
さ
ん
が
「
Ｇ
Ｐ
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

良
か
っ
た
。
自
分
で
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
」
と
語
れ
ば
、「
ふ
う
ち
ゃ
ん
（
渡
部

さ
ん
）
が
言
っ
た
通
り
！
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
相
手
と
ど
う
接

す
れ
ば
良
い
か
し
っ
か
り
学
べ
た
」
と
、

谷
口
さ
ん
が
頷
き
な
が
ら
言
葉
を
添
え

る
。
趣
味
の
自
転
車
を
任
国
に
持
っ
て
い

く
か
悩
む
持
田
さ
ん
に
対
し
、
一
回
り
年

下
の
渡
部
さ
ん
と
谷
口
さ
ん
が
「
超
過
料

金
を
払
っ
て
で
も
持
参
す
る
べ
き
」「
乗
り

慣
れ
た
自
転
車
じ
ゃ
な
い
と
」
と
熱
心
に

背
中
を
押
す
様
子
は
、
ま
る
で
兄
妹
の
よ

う
だ
。

ま
さ
に
「
Ｇ
Ｐ
の
二
ヶ
月
半
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ
活
動
の
縮
図
」
と
い
う
言
葉
通
り
。
現

地
の
人
々
と
同
じ
目
線
で
生
活
し
、
仲
間

を
見
つ
け
助
け
合
う

―
そ
こ
に
は
、
Ｊ

Ｏ
Ｃ
Ｖ
と
し
て
の
本
来
の
姿
が
確
か
に
息

づ
い
て
い
た
。

JOCV 経験者へのエール
上士幌町長　竹中 貢さん

ＧＰによって外からの視点が入ったことで、当たり前
と思って忘れていた町の魅力に気づくことができまし
た。多様な人々が訪れることで町民が刺激を受けるこ
とは、行政が直接指示する以上に良い効果をもたらし
ます。生産年齢人口が減少する中で町を維持するため
には関係人口の創出が不可欠です。ＧＰのみなさんに
も第二第三の故郷として町と繋がっていくことを期待
したいです。

「株式会社生涯活躍のまちかみしほろ」のみなさん（前列中
央が事業総括の名波さん）

竹中町長と実習生。二年後の自分へ「マーボー食べて
る？（も）」「痩せてる！？（た）」「おかえり！（ふ）」
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日
南
町
は
、
鳥
取
県
南
西
部
の
内
陸
に

位
置
し
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
と

隣
接
し
て
い
ま
す
。
中
国
山
地
の
中
央
部

に
あ
り
、
鳥
取
県
西
部
を
流
れ
る
一
級
河

川
・
日
野
川
の
源
流
域
で
も
あ
り
ま
す
。

準
高
冷
地
気
候
で
、面
積
は
約
３
４
０
㎢
、

人
口
は
約
３
、
７
０
０
人
で
す
。
町
の
約

90
％
を
森
林
が
占
め
、
第
一
産
業
を
基
盤

と
し
て
、
お
い
し
い
米
や
ト
マ
ト
な
ど
が

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
8
年
3

月
3
日
に
は
不
二
家
の
ミ
ル
キ
ー
よ
り

「
ト
マ
ト
大
好
き
・
日
南
ト
マ
ト
味
」
が

期
間
限
定
で
全
国
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
食

料
自
給
率
は
約
４
０
０
％
に
達
し
て
い
ま

す
。
林
業
に
お
い
て
は
循
環
型
林
業
を
基

軸
と
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
は
、
平
成
15

年
2
月
に
「
単
独
自
立
宣
言
」
を
行
い
、

平
成
18
年
に
は
旧
中
学
校
単
位
で
7
つ
の

地
域
に
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
域
の
自

主
性
を
尊
重
し
、
自
立
を
め
ざ
す
「
み
ん

な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
地
域
」
を
作
る
組

織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取

大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
町
の
活
性

化
の
取
組
も
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
20
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
は
、「
日
本
の
30
年
先
を

行
く
町
」
を
自
覚
し
、「
30
年
後
の
日
南

町
の
姿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
日
南

町
は
、
昭
和
の
文
豪
・
井
上
靖
や
松
本
清

張
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。私

は
日
南
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
行
政
マ

ン
と
し
て
就
職
し
た
後
、
50
歳
で
一
度
退

職
し
、
そ
の
後
副
町
長
を
経
て
、
現
在
の

職
に
就
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
歴

は
町
内
で
は
異
例
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。最

大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
基
盤
の
喪
失

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
係
る
費
用
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
し
て
、行
財
政
改
革
計
画
や
総
合
戦
略
、

公
共
施
設
整
備
計
画
、
中
心
地
域
整
備
計

画
を
策
定
し
、
財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら

地
方
創
生
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
広
大
な
面

積
を
持
つ
本
町
で
は
、
点
在
す
る
家
屋
に

よ
り
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
考
え

方
を
中
心
に
据
え
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
公

共
交
通
網
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
人
へ
の
投
資
」
と
「
資
源
活

用
」
を
柱
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
と
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

宣
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林

由
来
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
、

地
方
銀
行
の
仲
介
の
も
と
、
延
べ
約
４
３

０
社
・
累
計
１
万
ト
ン
の
契
約
を
締
結
し
、

多
く
の
民
間
企
業
の
支
援
を
得
て
い
ま

す
。
得
ら
れ
た
収
益
は
植
林
の
苗
代
金
と

し
て
活
用
さ
れ
、
年
間
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

皆
伐
や
新
植
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

植
率
は
１
０
０
％
に
達
し
て
お
り
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
水
源
涵
養
な
ど
、
自
然
資

本
の
価
値
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま

す
。人

へ
の
投
資
で
は
、
17
年
間
継
続
し
て

い
る
農
業
研
修
制
度
を
さ
ら
に
推
進
し
、

現
在
25
名
の
方
が
稲
作
や
ト
マ
ト
・
野
菜

生
産
に
就
農
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

唯
一
の
町
営
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
設

し
、7
年
間
で
67
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

そ
の
う
ち
20
名
（
30
％
）
が
町
内
で
就
職

し
、
57
％
以
上
が
県
内
で
林
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
教
育
や
子
育
て
支
援
に
も
注

力
し
て
お
り
、
国
際
交
流
員
を
採
用
し
、

就
学
前
の
こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
に
は
米
国
シ

ア
ト
ル
と
の
交
流
事
業
や
英
語
検
定
の
助

成
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
評
価

さ
れ
、
宝
島
社
の
「
田
舎
暮
ら
し
・
住
み

た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
1
万
人
未
満
」
の

部
門
で
総
合
7
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
経
済

循
環
を
高
め
る
た
め
、
地
域
通
貨
「
た
っ

た
も
カ
ー
ド
」
を
4
年
前
か
ら
導
入
し
、

町
商
工
会
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末

で
カ
ー
ド
の
利
用
総
額
は
約
13
億
円
に
達

し
、
町
民
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。今

後
も
第
一
産
業
を
元
気
に
し
て
、
自

然
資
本
の
活
用
、
経
済
循
環
の
促
進
、
人

へ
の
投
資
を
継
続
し
、
町
民
が
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高

め
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
総
活
躍
の
創
造

的
な
過
疎
の
町
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。

創
造
的
過
疎
の
町
づ
く
り

中な
か

村む
ら

　
英ひ

で

明あ
き

鳥
取
県
日に

ち

南な
ん

町
長
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